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クラウド型会計ソフトから得られる決算データについて
～ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）のご紹介～

ビッグデータ等の利活用推進に関する産官学協議
のための連携会議 資料

中小企業を応援している皆様へ

激変の時代、
地域経済の動きを
速やかにとらえるために。

資料１



©TKC 2021

本日のご説明

Ⅰ 会社概要

Ⅱ ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）

Ⅲ ＴＫＣ全国会のご紹介



©TKC 2021

商号

設立年月日

創業者

代表取締役

本店所在地

資本金

売上高

顧客

従業員数

営業所

連結子会社

︓ 株式会社TKC （英文︓ TKC Corporation）

︓ 昭和41年10月22日

︓ 飯塚 毅 （法学博士・税理士・公認会計士）

︓ 飯塚 真規

︓ 栃木県宇都宮市鶴田町1758番地

︓ 57億円（東証１部上場（9746））

︓ 630億円（単体、第54期決算）

︓ 会計事務所／地方公共団体

︓ 2,312名（2020年9月30日現在）

︓ 全国78か所

︓ 株式会社ＴＬＰ
TKC保安サービス株式会社
株式会社スカイコム
TKCカスタマーサポートサービス株式会社
株式会社TKC出版

Ⅰ 会社概要
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Ⅱ ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）
１．概要

実効性の高い経済対策や中小企業支援策を
行うには、地域経済の動向や変化をより迅速
に把握する必要があります。
「TKC月次指標（月次BAST）」
（以下、月次BAST）は、TKC会員（税理士・
公認会計士）の会計事務所による
月次決算データを集計し、関与する中小企業
約25万社の最新データをもとにした、
今までにない統計資料です。
2021年5月より、一般利用ユーザー向けに

無償提供を開始し、10月末現在で1,500 を
超える方々に登録いただいています。

2021年5月12日付け
『日本経済新聞』全面広告
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Ⅱ ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）
２．提供目的・利用ユーザー
(1) 提供目的
中小企業を支援する者が、中小企業支援策

を検討するにあたり、中小企業の業況の動向
を地域別、規模別、業種別などに把握するこ
とを目的として開発しました。
これにより各地域における中小企業の景況

感をタイムリーに把握することができます。

(2) 利用ユーザー
①金融機関
②行政機関（国・地方）
③士業
④学術・研究
⑤報道機関
⑥コンサルティング
⑦一般企業 など

初期登録画面
（誰でも無償で利用できます）
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Ⅱ ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）
３．月次BASTの特長
(1) 約25万社のデータから作成（日本経済の1/10モデル）
TKCシステムで会計処理および税務申告を行っている法人のうち、 約25万社
の月次決算データをもとに作成しています。全国の法人数は270万社と言わ
れています。月次BASTは、日本経済の1/10モデルと言えます。

(2) 日本標準産業分類にもとづく99業種、年商500万～100億円をカバー
日本標準産業分類が定める99業種（中分類）について、「売上規模」、
「都道府県」、「業歴」ごとに確認できます。また、業種比較も可能です。
なお、指定した都道府県や業種等での集計対象企業が３社に満たない場合は
集計結果を表示していません。これは、特定の企業による影響を薄め、地域
経済の実態を表す統計資料とするためです。

売上高（前年比）時系列 売上高（前年比）業種比較
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Ⅱ ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）
３．月次BASTの特長
(3) 全12種類の指標を毎月提供。そのうち、８指標は業種比較も可能です︕

※今ご登録いただくと確認できる指標は、本年８月以前の月次決算が完了しているデータです。

■集計単位
業 種 全産業、大分類（21分類）、中分類（99分類）

売上規模 9分類（全企業、0.5億円未満～30億円以上の8分類）

地 域 全国、都道府県（47分類）、経済圏（13分類）

企業分類 4分類（すべて、大企業者、中小企業者、小規模企業者）
※中小企業基本法に定められている中小企業者の定義に基づき、
「業種」「資本金」「従事員数」で３つに分類します。

業 歴 3分類（すべて、5年以下、6年以上）

■24カ月推移グラフ
①売上高（実額） ⑦税引前当期純利益（４象限）

②売上高（前年比） ⑧現預金（実額）

③売上総利益率（前年差） ⑨借入金（実額）

④限界利益率（前年差） ⑩借入金対月商倍率（構成比）

⑤直接人件費（実額） ⑪労働分配率（構成比）

⑥営業利益（４象限） ⑫自己資本比率（構成比）

■業種比較グラフ
①売上高（前年比） ⑤税引前当期純利益（４象限）

②売上総利益率（前年差） ⑥借入金対月商倍率（構成比）

③限界利益率（前年差） ⑦労働分配率（構成比）

④営業利益（４象限） ⑧自己資本比率（構成比）

■集計タイミング
毎月25日に前々月までの月次決算データを集計し、同月30日に公開
します。
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Ⅱ ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）
４．月次BASTの信頼性について
(1) TKC会員事務所による月次巡回監査と月次決算
TKC会員（税理士・公認会計士）は、顧客を毎月訪問し、会計帳簿を監査（月次巡回
監査）しています。「月次BAST」は、監査済の会計データをもとに作成しているため、
信頼性が高い統計資料と言えます。

『TKC会計人の行動基準書』より

巡回監査とは、関与先を毎月及び期末決算時
に巡回し、会計資料並びに会計記録の適法性、
正確性及び適時性を確保するため、会計事実
の真実性、実在性、網羅性を確かめかつ指導
することである。
巡回監査においては経営方針の健全性の吟味
に努めるものとする。
巡回監査は、毎月行う月次巡回監査と期末決
算時に行う決算巡回監査とに分けられる。
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Ⅱ ＴＫＣ月次指標（月次ＢＡＳＴ）
４．月次BASTの信頼性について
(2) TKCは日々の取引から決算・申告まで一気通貫です。
逆に決算書から日々の取引の証憑まで遡ることができます。

TKCシステムでは日々の取引から決算・申告
まで一気通貫で処理されています。つまり、
決算書の数字がどの取引から作られているか
を辿れるトレーサビリティを重視した仕組み
です。
一気通貫処理された信頼性の高い決算書・

申告書は税務署へ電子申告すると同時に金融
機関へも電子で提供できます。
TKC全国会は、当サービスを活用して、
中小企業と金融機関の信頼関係構築を支援し、
中小企業の資金調達力強化に取り組んでいま
す。
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Ⅲ ＴＫＣ全国会のご紹介
１．月次BASTを発行するＴＫＣ全国会とは

TKC全国会は、租税正義の実現を目指し関与先企業の永続的繁栄に奉仕する我が国
最大の職業会計人集団です。
（2021年10月31日現在で、11,400名の税理士・公認会計士が所属）
毎月関与先企業への「巡回監査」を行い、税務・会計・保証・経営助言の専門家
として中小企業を支援しています。

ＴＫＣ全国会は、次の６つの事業目的の達成に向けて活動しています。

❶ 租税正義の実現
❷ 税理士業務の完全な履行
❸ 中小企業の存続・発展の支援
❹ ＴＫＣ会員事務所の経営基盤の強化
❺ ＴＫＣシステムの徹底活用
❻ 会員相互の啓発、互助及び親睦

ＴＫＣ全国会会長
坂本 孝司
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Ⅲ ＴＫＣ全国会のご紹介
２．中小企業と金融機関の信頼関係構築を支援する取組み

経営の透明性を高めることで、中小企業が金融機関と二人三脚で歩んでいける関係を築きます。
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N DE

https://www.tkc.jp/tkcnf/bast/monthly/

QRコードから「動画で分かる月次BAST」を視聴できます。

https://www.tkc.jp/tkcnf/bast/monthly/



